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省

略
（
例

）
　

他

者

と

心

的

表

象

を

共

有

す

る

こ

と

で

言

語

が

可

能

に

な

り

、
言

語

に

よ

っ
て

ア

イ

デ

ア

の

共

有

や

改

良

が

行

わ

れ

た

か

ら

。

（
四

十

八

字

）

3 3 1 Ａ

　

発

信

者

で

あ

る

個

体

の

状

態

を

表

す

（
十

四

字

）

Ｂ

　

他

者

の

行

動

を

変

化

さ

せ

る

手

段

（
十

三

字

）

4 ア

　

Ａ

２

　

　

Ｂ

３

イ

　

（
例

）
全

力

で

競

い

合

っ
て

走

る

も

の

。

　

　

　

　

　

（
十

三

字

）

ウ

　

（
例

）
春

江

ち

ゃ
ん

に

対

す

る

本

当

の

優

し

さ

で

　

　

は

な

く

、
春

江

ち

ゃ
ん

に

優

し

く

し

て

や

っ
た

と

　

　

自

分

で

う

ぬ

ぼ

れ

て

い

る

だ

け

だ

（
四

十

八

字

）

4 2 （
例

）
韓

休

が

宰

相

と

な

り

、
玄

宗

を

厳

し

く

い

さ

　

め

た

た

め

に

、
国

が

豊

か

に

な

っ
た

と

い

う

こ

と

。

　

　

　

　

　

　

　

（
三

十

七

字

）

1 3 左

右

に

謂

つ

て

曰

は

く

ア

１

　

　

　

イ

２

ア

 

は

あ

く

　

　

　

　

　

　

イ

 

せ

っ
ち

ゅ
う

ウ

 

き

ん

さ

　

　

　

　

　

　

エ

 

ゆ

る

（
む

）

オ

 

ま

か

な

（
う

）
　

　

　

カ

 

祝

福

キ

 

喜

劇

　

　

　

　

　

　

　

ク

 

専

属

ケ

 

苦

笑

（
い

）
　

　

　

　

コ

 

浴

（
び

る

）

（
例

）
相

手

の

労

苦

へ

の

ね

ぎ

ら

い

。

4 日

本

に

つ

い

て

も

っ
と

知

り

た

く

な

っ
た

と

い

う

意

見

が

多

か

っ
た

こ

と

。

青

森

県

の

中

学

生

の

海

外

派

遣
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※

　

次

の

二

つ

の

条

件

を

満

た

し

て

い

る

も

の

を

正

答

と

す

る

。

　

①

第

一

段

落

に

、

【
批

評

す

る

観

点

】
を

も

と

に

、

　

　

気

づ

い

た

こ

と

を

書

い

て

い

る

。

　

②

第

二

段

落

に

、
①

の

気

づ

い

た

こ

と

を

　

　

ふ

ま

え

て

、
自

分

の

意

見

を

書

い

て

い

る

。

※

次

の

点

に

あ

て

は

ま

る

場

合

は

点

数

を

減

ず

る

。

　

・

字

数

が

百

五

十

字

未

満

、
ま

た

は

二

百

字

を

　

　

超

え

た

場

合

は

１

点

を

減

ず

る

。

　

・

二

段

落

構

成

で

な

い

場

合

は

１

点

を

減

ず

る

。

　

・

表

現

に

関

す

る

誤

り

（
文

法

、
文

体

、
語

句

の

意

味

、

　

　

用

法

、
主

述

の

照

応

等

）
が

三

か

所

あ

る

も

の

は

１

点

、

　

　

四

か

所

以

上

あ

る

も

の

は

２

点

を

減

ず

る

。

　

・

表

記

に

関

す

る

誤

り

（
文

字

、
か

な

づ

か

い

、

句

読

点

、

　

　

符

号

の

使

い

方

等

）
に

つ

い

て

も

、
右

の

基

準

を

適

用

す

る

。

備

考
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⑹

　

上

記

の

例

以

外

で

も

、
条

件

を

満

た

し

、

　

同

じ

内

容

で

あ

れ

ば

よ

い

。

⑴

、
⑵

、
⑷

か

な

書

き

の

も

の

も

、
誤

字

、
あ

て

字

が

あ

る

も

の

も

認

め

る

。

⑵

 

同

じ

内

容

で

あ

れ

ば

よ

い

。

⑷

 

上

記

の

例

以

外

で

も

、

「
お

つ

か

れ

さ

ま

」
に

こ

め

ら

　

れ

た

意

味

と

し

て

適

切

な

内

容

で

あ

れ

ば

よ

い

。

　

・

「
ね

ぎ

ら

い

」
は

、

「
感

謝

」
な

ど

も

よ

い

。

⑷

上

記

の

例

以

外

で

も

、
条

件

を

満

た

し

、

　

同

じ

内

容

で

あ

れ

ば

よ

い

。

・

「
玄

宗

を

厳

し

く

い

さ

め

た

」
は

、

「
玄

宗

　

が

宴

会

で

度

を

越

す

た

び

に

い

さ

め

た

」

　

な

ど

も

よ

い

。

⑶イ

 

上

記

の

例

以

外

で

も

、
条

件

を

満

た

し

、
文

意

に

 

沿

っ
た

内

容

で

あ

れ

ば

よ

い

。

ウ

上

記

の

例

以

外

で

も

、
条

件

を

満

た

し

、
文

意

に

　

沿

っ
た

内

容

で

あ

れ

ば

よ

い

。

　

・

「
春

江

ち

ゃ
ん

に

優

し

く

し

て

や

っ
た

」

　

　

は

、

「
自

分

は

足

が

速

い

」
な

ど

も

よ

い

。
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